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Fig．7　Comparison　of　reconstructed　and　dis－
　　　　Played　image
ず，不整合雑音の抑圧に有効であることを明らかにし
た．しかし，静止領域にリークをかけた場合には無効
ブロックが減少し，符号化効率が大幅に損なわれる．
このため，特に無効ブロックを確保し，かつリークも
掛ける方法として，以下の方法を提案した．
（1）無効ブロックにおけるリーク予測係数を高くする，
　あるいは有効・無効ブロック判定閾値を高めにして
　無効ブロックを確保する．
②　受信側で1／Pをかけることにより，再生表示画像
　が暗くなることを防ぐ．
（3）受信側に表示画像用フレームメモリを付加し，無
　効ブロックが継続する間は，2フレーム目以降の無
　効ブロックに対してこのフレームメモリの出力を表
　示することにより，再生画像にブリッカが生じるの
　を防ぐ．
　提案した方式についてシミュレーション実験を行い，
無効ブロックを確保し，かつ安定した再生表示画像を
得られることを示した．この結果，フレーム内符号化
を用いることなく，リーク予測により異種DCT方式間
の不整合雑音を削減できることが明かとなった．
　今後，FDCT－IDCTミスマッチのみでなく，伝送路
エラーや信号源の切り替えに基づく送受の不整合に対
するリーク予測係数について検討を行う予定である．
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